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本研究の目的は、球状トカマク装置

QUEST を用いて、低アスペクト比の利点を活

かしたEC波によるプラズマ電流(Ip)駆動機構の

定常化の基礎を確立することである。本発表で

は特に、初期のトロイダル磁場ミラー比(Rmirror)

を通常(~ 1.2 )よりも大きくし(~2)、捕捉粒子の

閉じ込めを優位にした配位で得られるプラズ

マの性質について調べた結果を報告する。過去

に Rmirror の増加により高いポロイダルベータ

(βp)のプラズマ生成を伴う内側ポロイダルヌル

磁場(IPN)配位が形成されることが報告されて

いる[1]。高速電子の増加がβpを増加させること

を調べるため、硬 X線(HX)計測の多視線計測を

行った。さらに可視光カメラ計測による発光の

空間分布と多視線 HX計測を併せることで、プ

ラズマ中の電子の空間分布について推測した

結果についても報告する。図 1は Ip ~ 10 kAで

初期 Rmirror = 1.2と 2の配位に対し定常状態で得

られた内側 Limiter配位(点線)と IPN配位(実線)

の最外殻磁気面を示す。一点鎖線は HX空間分

布計測の代表的な視線である。HX 検出器の周

囲は鉛シールド(~ 30 mm)で覆われ前面のコリ

メータ(φ = 2 mm)により、赤道面で視野≤30mm、

赤道面の視線の R位置は Rmid = 0.2 – 1.1 mとな

るように設計されている。図 2 は定常状態の

HX のスペクトルの傾きより求めた放射温度

(THX)を示す。Limiter配位では、内側(Rmid < 0.3 m)

ではセンタースタック Limiter からの放射線過

多により計測できていない。またその温度分布

はフラットであることが分かる。一方で IPN配

位の場合は中心(Rmid = 0.7 m)で最大値をとるよ

うな配位となっていることがわかり、温度が高

いことがわかる。 
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図 1 ; 内側 Limiter(点線)及び IPN(実線)配

位の最外殻磁気面と HX計測の視線(一点鎖

線) 

図 2 ; HX放射温度(THX)の R方向変化 
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